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テキサスでは、“夏の盛り”から一年で最も美しい時期へと移り変わり、アメリカンフットボールの秋となりました。私にとっては、ファンとしてだけでなく、かつての選手として意義深いことです。高校を卒業した後、スポーツ奨学金でテキサス工科大（Texas Tech University）に進学したことで、歯学専攻前に必要な科目を学ぶ機会を得ました。この奨学金がなかったら、より高い教育と歯学を追求することがあったでしょうか？？？ 

私の人生を振り返ると、どれだけの小さな決断の積み重ねが、人生の方向性を変えるほどになったかと思い出します。皆さんの人生においても、同じような出来事があったはずです。

遠い過去の話はこのくらいにして、近況の報告と、近い未来に予定していることについて書きましょう。

秋になり暑さが落ち着くと、9月にはブルガリアとルーマニアへの訪問がありました。ブルガリアでは、研究会が成長し、症例をシェアしたり、治療計画について議論することでお互いから学び合う素晴らしいグループへと発展しています。Dr. Ivan Goryalovと奥様のSylvanaさんは、9月25日に生まれた娘、Evaちゃんの誕生をとても喜んでいました。

ブルガリアに次いで、ルーマニアを訪問しました。ブカレストは素晴らしい街です。プリンシプルコースを行い、ワイヤーベンディングのセッションが好評でした。実技指導をお手伝いしてくれた研究会メンバー達に感謝します、あなた方の知識と経験は掛け替えのないものです。オメガループのベンディングにもっと時間をとりたいと、皆さんいつもおっしゃいます。

この東欧訪問の後は、メキシコのバハを訪問しました。バハカリフォルニア矯正グループのメンバーと、バハカリフォルニア自治大学（Universidad Autonoma de Baja California）ティフアナキャンパスの学生達と知り合うことができ、素晴らしかったです。ここでの私のレクチャーは、“Guidelines for Building Facial Harmony and Stability（顔面の調和と安定性のための指針）”でした。アーリントンのプリンシプルコースを受講したバハの学生が8名がいました。 
アレキサンダーディシプリンの基本・基礎をもっと知りたい方には、毎年9月にアーリントンにて“プリンシプル”のコースを開催しています。私たちのテクニックの“ビギナー”に最適のコースです。それから、長年親しんでいる方で、リフレッシャーコースに戻る方も毎年います。兄のムーディー、息子のムーディー、甥のクリフからも話を聞けるでしょう。20の原則（the 20 Principles）を二日半で教えます、この原則については私の最新本に詳細に書かれています。もしまだお持ちでなければ、この本は持っておく必要があります。このウェブサイトからも注文できます。

秋に近づくにつれて…テキサス・アマリロで行われた高校の同窓会にて思い出をシェアしただけでなく、日本のアレキサンダー研究会と30周年を祝うという新しい思い出づくりもできました。日本では、大阪・福岡・長崎でレクチャーを行いました。バイオデントと初めて一緒に仕事をしたことは、とても喜びでした。研究会メンバーがコーディネートしてくれた細やかな配慮も素晴らしかったです。日本への訪問30周年記念でしたが、長崎を訪問するのは初めてでした。1945年の原爆破壊から、素晴らしい復興を遂げていました。

母国を私と分かち合ってくれたことを感謝致します。訪問した世界中のそれぞれの場所で歓迎されていると実感しました。また、いつか皆さんとアメリカやテキサスを分かち合えることを楽しみにしています。

1月には上級プリンシプルコースを行いますので忘れないでください。詳細はウェブサイトをご覧ください。

それでは、“On to the Future”….

Wick

